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パインアップル碓話の糖 度及び酸度について
第2報 制 酸 剤 に つ い て

当 山 清 善 ･金 城 清 郎
(琉球農芸試験場)

ま え が 書

パインア･Jブル櫛.浩の晶賓を改善するためには果実の
晶軌 こ応じた勤逝加工を行 うことが瓜 も韮要である｡琉

球座パインア･/ブルはEI実と冬文の軽度及び秘匿の産が
才しく帆 ･"t叫品の品Fを均一化するT=めに誠だしい陣等

となっていることはfLjT1億日 で相場したとおりである｡
酸度の揃い冬光の品質を攻滞するため柵.紙糖度がたか

められているが､鮒庇と軟度のバランス､即ち轍敢比に

砧F恕部の折襟をわいてEZ実幡浩と冬実柚溝を比較した

助介両抑こ新しい左がある｡11この度を足正するため

には帆i.liへの砂糖の添加鹿を糊すか戒は制鞍剤を加えて

轍の穂を低めなければならない｡

叩斤らは冬火パインアップル火肉汁及び紫内軌i.t'の醸

成を低めるために刷 りできる制倍剤を娩討すると抑 ここ

れがバイyアップルLyへ-ス及び帆･"l;lの品質に及ぼす影

印 を柏糾した ｡

棄 嶋 方 法

1､材 料

ジュースは綿布で押汁し､退沈 (侮分2､∝沿R.P.

m.lo介)後の措～削卜を用いた｡ 本実験に供したLy

ユース及び果肉はすべて冬実である｡

制敢刑

制鞍剤としては食品衛生法皇1でその使用が許され､

又一般に制散剤として利用されている典刑を採用し

た｡即ち液体制酸剤としてNaOtT及び Na仝HPOA､

岡休制散剤としてはMgCOa及びMgOを用いた｡

相性ソーダ､1級,良久鵜晶K.K.燐酸荊二ナtリ

ウム､ 1級､和光純薬工井K.K.炭酸マグネVク

ム､化学用､和光純魂工選K.K.酸化マグネVク

ム､ 1扱､和光純浪工業K.K.

尚MgC08は水に0.01(光g/1∝)g酪解し､鞍及び二軟

化朕紫水満城に終解する｡

MgOは水に0.0006g/100g洛解し､簡及び アンモニ
ウム塩水溶油に可溶､水と反応して水勧化マグネV
クムを生じ､徴に浴解してマグネVクム塩となる｡

2､軸定法及び鰍紙斜道

酸度:ljioNNaOHでフェノールフタレイソを指示姫

として滴定し､クエン酸として表わした｡

pfl:ガラス箱樋pHメーターによる｡

制酸剤添加試験は果肉汁及び果肉スライス共実際の

推薦製造における把液丑及び果肉丑の客盈比率を採

用したO即ち柾当り碓溝内容揺曳570g､肉譜固形垂

4∝)g､注入輸液登170gである｡

酪浩製造試軌ま当場及び琉球水盛K.K.パインアッ

プル工場で行った｡

実 験 括 果

1､NaOH添加と果汁Q:帯皮及びPH

第1図は畢肉汁にNaOHを加えた場合の単産とp打
の変化を示したものであるO図から明らかな如く酸度及

びpHはNaOHの添加盛が増すにつれて直線的に低

下及び上昇している｡この場合酸度0.3%までは果肉汁

の色及び香味は全く変化しなか った｡ 従ってNaOH

は果汁を制酸するために使用できることを示している｡

第 2図は各種酸度の深肉汁を史実果肉汁の平均鼓匪0･

5%に低めるためのNaOHの添加虫を示し1=ものであ

る｡
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